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■市民アンケート調査結果分析 

 

１ 調査概要 

（１）調査の実施状況 

調査対象 高校生以上の市民 

調査数 4,000 件 

抽出方法 住民基本台帳から無作為抽出 

調査方法 郵送による配布回収 

調査期間 平成 31 年 2 月 15 日〜3 月 5 日 

送達数 3,999 件 

回収数 1,410 件 

回答率 35.3％  

 

（２）回答結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）満足度、重要度の数値化 

 各施策項目の選択肢に得点を付け、満足度及び重要度の評価点を算出する。これによって、市民

の満足度及び重要度意識を明確に捉え、分析することができる。なお、各選択肢への点数の配分は

下記のとおりである。 

 

 

 

 

 

《計算式》 

 

 

 

「そう思う」×２＋「どちらかというとそう思う」×１＋「どちらかというとそう思わない」×（－１）＋「そう思わない」×（－２）

「どちらでもない」「無回答」を除く有効回答者数
満足度＝

「重要である」×２＋「どちらかというと重要である」×１＋「どちらかというと重要ではない」×（－１）＋「重要ではない」×（－２）

「わからない」「無回答」を除く有効回答者数
重要度＝

満足度 重要度 ポイント

そう思う 重要である ＋２

どちらかというとそう思う どちらかというと重要である ＋１

どちらかというとそう思わないどちらかというと重要ではない －１

そう思わない 重要ではない －２

どちらでもない、無回答 分からない、無回答 ±０

▲２．００～２．００最小値～最大値

男性

610人

43.3%

女性

776人

55.0%

無回答

24人

1.7%

10歳代

190人

13.5%

20歳代

188人

13.3%

30歳代

211人

15.0%40歳代

203人

14.4%

50歳代

207人

14.7%

60歳代

209人

14.8%

70歳以上

180人

12.8%

無回答

22人

1.6%

＜性別＞ ＜年代＞ 
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２ 満足度の評価点 

評価点がプラスとなったものは 28 項目、マイナスとなったものは 19 項目であった。なお、満足

度の評価点は 30 以上の項目で向上している。 

 

 

  

商業活動が活発に行われ、身近な場所で商品を購入したりサービスを受けたりできる 

計画的な市街化や農地保全等それぞれの地域にあった土地の整備・活用が進んでいる 

身近にインターネット等必要な情報を入手するための情報通信環境が整っている 

スマートフォンをはじめ、身近な「モノ」がネットワークにつながっている（IoT） 


